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定し心筋酸素消費量 (MV02) ・心筋乳酸摂取率 (LER) ・アデノシン産生量を求めた。またマイクロスフェア一法
を用いて心筋の内外膜層血流量を求めた。
1) 短時間虚血・再潅流後の冠血流量増加反応の評価;
10分虚血前及び再潅流 30分・ 60分後にアデノシン (0.5 ， 1.0, 2.0, 4.0μg/kg/min) ・パパベリン(1 5 ， 30, 
60, 120μg/kg/min) を冠動脈内に投与し冠血流量の変化を計測し，冠予備能を評価した。
2) 短時間虚血・再潅流後の冠潅流圧-血流量関係の評価;
10分虚血前・再潅流後30分・ 60分の各時点において冠潅流圧 (CPP) を 10mmHg毎に低下させ，冠血流量 (CBF) ・
心筋短縮率 (FS) ・心筋酸素消費量 (MV02) ・心筋乳酸摂取率 (LER) の変化を測定した。
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3) 短時間虚血・再潅流後の冠潅流庄一局所心筋血流量関係の評価;


























自己調節機構が障害されることを，犬 in situ 実験により明らかにしたものである。
本研究により得られた成績は，不安定狭心症の一成因を示唆するもので，臨床的にも意義が大きく，学位授与に値す
ると考えられる。
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